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今
年
の
定
時
総
会
は
、
当
セ
ン
タ
ー
が
様
々
な
活
動
を
積
極

的
に
取
り
組
む
な
か
、
昨
年
に
引
き
続
き
中
央
公
民
館
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
会
員
６１
名
が
出
席
し
、
来
賓
と
し
て

佐
倉
市
長
、
市
議
会
議
長
、
佐
倉
市
福
祉
部
長
と
高
齢
者
福
祉

課
長
の
４
名
を
お
迎
え
い
た
し
ま

し
た
。

　

総
会
は
、
小
笠
原
事
務
局
員
の

司
会
進
行
に
よ
り
、
下
田
副
会
長

の
開
催
宣
言
と
安
全
標
語
の
唱
和
、

新
保
会
長
の
挨
拶
と
市
長
お
よ
び

市
議
会
議
長
か
ら
の
ご
祝
辞
と
続

き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
保
会
長
が
議
長
と

な
り
、
議
事
録
署
名
人
を
選
出
、

定
足
数
の
報
告
お
よ
び
総
会
成
立

の
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て
、

会
員
表
彰
で
代
表
者
に
表
彰
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
に
お
い
て
は
、
ま
ず
令
和
６
年
度
実
績
報
告
な
ど
３
項

目
の
報
告
事
項
、
続
い
て
定
款
の
一
部
改
定
を
含
む
３
つ
の
決

議
事
項
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

公
益
社
団
法
人
佐
倉
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

令
和
7
年
度
定
時
総
会
は
、
佐
倉
市
中
央
公
民
館
に
お

い
て
6
月
5
日（
木
）午
後
１
時
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

令和7年度定時総会

西田市長 下田副会長村田市議会議長

さ
ま
ざ
ま



会
長 

新
保 

暉
定
時
総
会

令
和
7
年
度

　

皆
様　

こ
ん
に
ち
は
。
新
保
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

本
日
は
ご
多
用
の
と
こ
ろ
、
当
セ
ン

タ
ー
の
定
時
総
会
に
ご
出
席
賜
り
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
日
頃
よ
り
当
セ
ン
タ
ー
の
運

営
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
っ
て

お
り
ま
す
こ
と
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
た
本
日
は
、
ご
公
務
ご
多
忙
の
中
、

佐
倉
市
長 

西
田 

三
十
五
様
を
は
じ
め
、

ご
来
賓
の
皆
様
に
は
ご
臨
席
を
賜
り
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
６
年
度
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
令
和
５
年
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
分
類
が
「
５
類
」
へ
と
移

行
し
、
社
会
経
済
活
動
の
回
復
と
と
も
に
、

私
た
ち
の
日
常
も
徐
々
に
コ
ロ
ナ
禍
以
前

の
姿
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
米
価
を
は
じ
め
と
す
る
物
価

高
騰
が
、
日
々
の
暮
ら
し
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
始
め
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
当
セ
ン
タ
ー

で
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

清
掃
活
動
、
地
域
班
活
動
の
再
開
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
会
員
拡
大
や
就
業
機
会

の
確
保
に
も
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
物
価
高
騰
へ
の
対
応
と
し
て
、

昨
年
10
月
に
料
金
改
定
を
実
施
し
、
さ
ら

に
11
月
に
施
行
さ
れ
た
「
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

法
」
へ
の
対
応
も
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳

し
く
、
定
年
延
長
に
よ
る
会
員
数
の
伸
び

悩
み
、
会
員
の
高
齢
化
、
さ
ら
に
は
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
導
入
に
伴
う
消
費
税
負
担
の

増
加
な
ど
、
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
お

り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
ほ
ど
ご
報

告
申
し
上
げ
ま
す
が
、
令
和
６
年
度
の
最

終
損
益
は
、
誠
に
厳
し
い
結
果
と
な
り
ま
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し
た
こ
と
を
、
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

当
初
よ
り
赤
字
予
算
を
見
込
ん
で
は
お

り
ま
し
た
が
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
よ
る

消
費
税
増
加
分
へ
の
対
応
と
し
て
、
令
和

５
年
10
月
に
事
務
費
率
を
改
定
し
た
も
の

の
、
全
額
を
補
填
す
る
に
は
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

本
年
度
は
、
取
扱
高
の
増
加
、
諸
経
費

の
削
減
、
新
た
な
契
約
方
式
の
導
入
・
拡

大
を
通
じ
て
、
消
費
税
負
担
の
軽
減
を
図

り
、
最
終
損
益
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

加
え
て
、
会
員
拡
大
、
就
業
機
会
の
拡

充
、
事
故
の
撲
滅
に
向
け
た
取
り
組
み
に

加
え
、
会
員
の
高
齢
化
へ
の
対
応
に
も
引

き
続
き
注
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
日
の
総
会
で
は
、
令
和
６
年
度
の
事

業
報
告
お
よ
び
決
算
報
告
、
令
和
７
年
度

の
事
業
計
画
・
予
算
案
な
ど
、
セ
ン
タ
ー

運
営
に
関
わ
る
重
要
な
議
題
を
ご
審
議
い

た
だ
き
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
貴
重
な
ご
意
見
を
賜
り
な
が

ら
、
よ
り
良
い
運
営
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

近
年
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
は
、

人
手
不
足
分
野
に
お
け
る
就
業
機
会
の
創

出
、
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
の
強
化
、
地
域
実

情
に
応
じ
た
柔
軟
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　

地
域
に
根
ざ
し
た
就
業
や
活
動
を
通
じ

て
、
社
会
参
加
の
促
進
と
地
域
貢
献
を
図

り
、
今
後
も
会
員
の
増
加
と
就
業
機
会
の

拡
充
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
会
員
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
、

お
客
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
、
魅
力
あ
る
セ

ン
タ
ー
づ
く
り
を
、
職
員
一
同
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解

と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

本
日
の
ご
出
席
、
並
び
に
書
面
議
決
へ

の
ご
協
力
に
、
重
ね
て
深
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
日
の
総
会
が
実
り
多
い
も

の
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
願
い
、
私
か

ら
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



佐
倉
市
長

西
田 

三
十
五
様
ご
挨
拶

　

た
だ
今
、
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
、

佐
倉
市
長
の
西
田 

三
十
五
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
日
は
、
公
益
社
団
法
人　

佐
倉
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
令
和
７
年
度
定

時
総
会
が
、
役
員
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、

関
係
者
各
位
の
ご
尽
力
に
よ
り
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
、
心
よ
り
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
日
々
の
活
動
を
通
じ
て
、
市
の
事
業

や
市
民
の
日
常
生
活
に
係
る
様
々
な
分
野

で
ご
活
躍
い
た
だ
き
、
高
齢
者
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
一
翼
を
担
っ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
、
人
口
減
少
や
、
少
子
高

齢
化
が
急
速
に
進
む
中
、
労
働
力
人
口
の

減
少
は
社
会
全
体
の
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
人
手
不
足
が
深
刻
化
す
る

中
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
の

皆
様
の
知
識
や
経
験
、
技
術
を
活
か
し
た

ご
活
躍
は
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
い
く
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

佐
倉
市
議
会
議
長

村
田 

穣
史
様
ご
挨
拶

　

た
だ
今
、
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
、

佐
倉
市
議
会
議
長
の
村
田 

穣
史
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

日
頃
よ
り
、
佐
倉
市
議
会
に
対
し
ま
し

て
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
議
会
を

代
表
い
た
し
ま
し
て
、
一
言
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

佐
倉
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会

員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃

よ
り
、
よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
の
担
い
手

と
し
て
、
様
々
な
事
業
に
就
業
い
た
だ
い

て
お
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

毎
年
、
多
く
の
仕
事
が
、
地
域
か
ら
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
と
寄
せ
ら
れ
て

お
り
ま
す
こ
と
は
、
会
員
の
皆
様
方
へ
の

信
頼
の
表
れ
で
あ
り
、
そ
の
期
待
に
応
え

て
こ
ら
れ
ま
し
た
の
は
、
ひ
と
え
に
会
員

の
皆
様
方
の
た
ゆ
み
な
い
ご
努
力
の
賜
物

と
存
じ
ま
す
。

　

人
生
1
0
0
年
時
代
と
言
わ
れ
る
中
、

長
い
人
生
を
充
実
し
た
も
の
に
す
る
た
め

に
は
、
就
業
や
、
様
々
な
人
と
の
交
流
が

非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
会
員
の
皆
様
が
長
年
培
っ

て
こ
ら
れ
た
豊
か
な
経
験
、
知
識
、
技
能

を
存
分
に
発
揮
し
て
い
た
だ
き
、「
生
涯

現
役
」
で
地
域
に
根
差
し
た
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
を
、
ご
期
待

申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
高
齢
者

の
皆
様
方
の
働
き
が
い
、
生
き
が
い
へ
の

支
援
は
大
変
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
行
政
と
連
携
し

地
域
福
祉
の
よ
り
一
層
の
推
進
に
向
け

て
、
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
佐
倉
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
設
立
理
念

で
あ
る
「
自
主
・
自
立
・
共
働
・
共
助
」

の
も
と
、
引
き
続
き
地
域
社
会
の
担
い
手

と
し
て
、
よ
り
一
層
の
ご
活
躍
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

　

佐
倉
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
今
後
と

も
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
資
す
る
取
り
組

み
や
、
生
き
が
い
づ
く
り
の
支
援
な
ど
を

さ
ら
に
推
進
し
、
皆
様
が
安
心
し
て
笑
顔

で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
佐
倉
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様

方
の
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私

か
ら
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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,

■
議
長　
新
保 

暉（
会
長
）

■
議
事
録
署
名
人　

　
議
長　
新
保 

暉
、
副
会
長　
下
田 

貢
、
監
事　
平
川 

雄
幸

■
定
足
数
報
告

　
会
場
出
席
者
数  

：
61

　
委
任
状
に
よ
る
代
理
出
席
者
数  

：
81

　
書
面
表
決
会
員
数  

：
6
6
5

　
有
効
議
決
権
総
数  
：
8
0
7　

　
議
決
権
総
数  

：
1 
0
3
8（
4
月
30
日
現
在
の
会
員
総
数
）

■
会
員
表
彰

　
受
彰
者
代
表　
三
谷  

桂
子

■
議
事
審
議

　
【
報
告
事
項
】　

　
　
　
報
告
事
項
1　
令
和
6
年
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

　
　
　
報
告
事
項
2　
令
和
7
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

　
　
　
報
告
事
項
3　
令
和
7
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

　
【
決
議
事
項
】　

　
　
　
第
１
号
議
案　
令
和
６
年
度
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
正
味
財
産
増
減
計
算
書
）
及
び
財
産
目
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
監
査
報
告
に
つ
い
て 

　
　
　
第
２
号
議
案　
定
款
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
第
３
号
議
案　
令
和
７
年
度
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

　

審
議
の
結
果
、
報
告
事
項
は
す
べ
て
承
認
さ
れ
、
決
議
事
項
の
す
べ
て

の
議
案
は
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令和7年度 定時総会報告

14,891

519,352
542,344

14,615

14,080 14,000

13,889

15,000
14,800
14,600
14,400
14,200
14,000
13,800
13,600
13,400
13,200

640,000
620,000
600,000
580,000
560,000
540,000
520,000
500,000
480,000
460,000

561,537

616,087

受注金額と受注件数の推移

職群別受注金額（百万円）と構成割合

202
1（
令和
3）
年度

202
2（
令和
4）
年度

202
3（
令和
5）
年度

202
4（
令和
6）
年度

202
5（
令和
7）
年度
計画

受注金額 受注件数

植木
122
22％

企業
244
43％

■ 企業   ■ 公共　■ 植木   ■ 草取・草刈　■ 家事支援　■その他

534,757

2,000
1,800
1,600
1,400
1,200
1,000
800
600
400
200
0

202
1（
令和
3）
年度

202
2（
令和
4）
年度

202
3（
令和
5）
年度

202
4（
令和
6）
年度

202
5（
令和
7）
年度
計画

310

1,050 1,025 1,035 1,035 1,100

316 321 351300

740 719 714 749725

年度末会員数5年間の推移

年齢層別会員数（令和7年3月末日現在）

■ 男性   ■ 女性　計  

草取・草刈
44
8％

家事支援
32
6％

その他
5

600

500

400

300

200

100

0

20 159 312 344 200

54

105
13
7

96

216

112

232
46

154

60 歳～64 歳 65 歳～69歳 75 歳～79歳70 歳～74歳 80 歳～

■ 男性   ■ 女性　計  

公共
115
20％

（単位：千円）



　

令
和
７
年
度
定
時
総
会
終
了
後
、
同
日

午
後
３
時
１０
分
か
ら
中
央
公
民
館
「
学
習

室
３
」
に
て
令
和
７
年
度
第
１
回
臨
時
理

事
会
が
開
催
さ
れ
、
代
表
理
事
（
会
長
）

の
互
選
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し

た
。

■
代
表
理
事

　
会
長　
新
保 

暉
（
変
更
な
し
）

　
副
会
長　
下
田 

貢
（
変
更
な
し
）

■
常
務
理
事　
　

　
尾
形 

和
行
（
変
更
な
し
）
事
務
局
長
兼
務

（5）　　　  第49号令和7年7月1日（2025年）

新理事
中田 之大

　本年６月の定時総会において、理事に選任いただ
きありがとうございます。
　根郷・弥富地区で植木職として約６年働いており
地域の工場、施設、公園、住居等の剪定の仕事で皆
様のお役に立てているという実感を得ており、この
ような就業機会を与えていただいたシルバー人材セ
ンターの活動に感謝しております。
　一方、地区の活動についてはいままでその内容を
知ることが少なかったですが、理事として会員の皆
様の日々の活動について理解を深め、問題解決に向
け積極的な提言をして行きたいと思います。
　特に初年度は会員の皆様が健康で安全に働き続け
られる施策について尽力したいと思っております。
ご協力・ご指導宜しくお願いいたします。

新理事
本田 枝美子

　臼井・千代田地区の本田 枝美子です。この度理事
に選任いただき有難うございます。
　私事ですが9年前大病し人生半分諦めた時があ
りました。苦しい2年程の治療でしたが御陰様で完
治致しました。本当に嬉しかったです。
　元気になった恩返しに何か自分に出来る事はない
かと思い市役所を訪ね、その時シルバー人材セン
ターを紹介していただきました。
　令和元年6月に会員となり、早いもので丸6年が
経過しました。元気で働ける事の有難さを痛感して
おります。
　当会員の方々は勿論お客様との会話も増え行動の
範囲がぐっと広がりました。この経験を活かし一人
でも多くの方、特に女性の方々に当センター入会へ
の働きがけして参りたいと思っております。
　微力ながら頑張ります。よろしくお願い申し上げ
ます。

令
和
7
年
度

臨
時
理
事
会

新理事紹介
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新理事
土田 祥子

　理事の決意
　このたび、臼井千代田地区5班の理事を務めさせ
ていただくことになりました、土田 祥子です。
　シルバー人材センターに入ってから早くも10年
が経ちました。56歳の時には町内会長を務めさせ
ていただき、それを機に福祉委員としての活動も始
め、今年で23年目を迎えます。現在も引き続き活
動を続けております。
　30代からマラソンに夢中になり、40年間走り続
けてきました。しまなみ海道瀬戸内海100kmマラ
ソンや、東京マラソンには3年連続で当選し、出場
した経験もあります。
　今でも「走りたい」という気持ちはありますが、
心と身体がなかなか思うようにはついてきません。
若い頃は「お金も暇もない」、今は「お金も暇もある」、
けれど「若さがない」̶ ̶。
　本物の年寄りとは、日向ぼっこをして意欲を失い、
老化が始まっていくものだと感じています。
　私は、今回の理事の仕事を「人生最後の大きな役
目」と思い、精一杯取り組んでまいります。どうぞ
皆さま、よろしくお願いいたします。

新理事
小野 文男

　志津南地区の小野 文男です。この度理事に選任
して頂き有り難うございます。
　私は、１６年前に一度シルバー人材センターに入
会しましたが二か月で退会し、佐倉市社会福祉協議
会西部地域福祉センターに９年間勤務の後、７年前
に改めて入会しその後志津公民館に就業し５年ルー
ルにて離職しました。
　シルバー人材センターでは就業開拓委員会にて会
員の求めている新規就業先の確保のための活動をし
て参りました。
　現在は、就業していませんが会員互助会の幹事と
して、会員の慶弔・親睦・健康保持・趣味を生かす
事などの手助けをしています。
　ゴルフ同好会に入会し６０名を超える皆様とゴル
フプレーを通してシニアライフの楽しみの一つにし
ています。
　就業先や互助会そしてゴルフ同好会等で多くの皆
様にお世話になり諸々の経験をさせて頂きました。
現役時代を含めこれらの経験をシルバー人材セン
ターの発展に微力を尽くしたいと思います。皆様ご
指導を宜しくお願い致します。

新理事
小野寺 正朋

　このたび、去る６月５日に開催されました定時総
会におきまして、承認いただき、理事に就任いたし
ました小野寺 正朋です。佐倉商工会議所の土屋専
務の後任として、その重責に身が引き締まる思いで
ございます。
　高齢化が進行する現代において、会員の皆様の豊
かなご経験と知識を活かし、やりがいと社会参加を
促進するシルバー人材センターの役割は、重要であ
ると感じております。
　至らぬ点も多々あるかと存じますが、皆様のお力
添えをいただきながら、誠心誠意努めてまいります
ので、ご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げ
ます。

新理事紹介



役
員
特
別
表
彰

（
4
年
以
上
役
員
と
し
て
勤
め
退
任
し
た
役
員
）

田
中 

豊
嗣　
　
（
志
津
南
地
区
12
班
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
1
名

会
員
特
別
表
彰

（
地
区
長
及
び
副
地
区
長
並
び
に
地
区
班
長
を
4

年
以
上
に
亘
り
勤
務
し
退
任
し
た
会
員
）

三
谷 

桂
子　

 （
佐
倉
・
和
田
地
区
9
班
）

沓
間 

引
雄　

 （
佐
倉
・
和
田
地
区
11
班
）

小
倉 

悦
子　

 （
根
郷･

弥
富
地
区
1
班
）

長
井 

光
良　

 （
根
郷･

弥
富
地
区
3
班
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
4
名

永
年
会
員
表
彰
（
２０
年
）

小
野 

雅
彦　

 （
志
津
北
地
区
9
班
）

外
園 

千
賀
子（
佐
倉･

和
田
地
区
9
班
）

今
井 

勝　
　

 （
志
津
南
地
区
20
班
）

今
井 

力　
　

 （
志
津
北
地
区
3
班
）

吉
田 

稔　
　

 （
根
郷･

弥
富
地
区
10
班
）

菱
沼 

慶
三　

 （
志
津
北
地
区
6
班
）

谷 

秀
樹　
　

 （
志
津
北
地
区
6
班
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
7
名

永
年
会
員
表
彰
（
１０
年
）

山
田 

偉
敏　

  （
佐
倉･

和
田
地
区
1
班
）

松
野 

壽
男　

  （
佐
倉･

和
田
地
区
4
班
）

吉
田 

寛　
　

  （
佐
倉･

和
田
地
区
4
班
）

山
﨑 

旦
子　

  （
佐
倉･

和
田
地
区
8
班
）

礒
部 

隆　
　

  （
志
津
北
地
区
4
班
）

小
椋 

義
市　

  （
志
津
北
地
区
7
班
）

楠
田 

忠
義　

  （
志
津
南
地
区
10
班
）

堀
内 

賢
一　

  （
臼
井･

千
代
田
地
区
1
班
）

土
田 

祥
子　

  （
臼
井･

千
代
田
地
区
5
班
）

山
本 

寛
純　

  （
臼
井･

千
代
田
地
区
15
班
）

伊
藤 

克
己　

  （
根
郷･

弥
富
地
区
3
班
）

有
働 

昭
男　

  （
根
郷･

弥
冨
地
区
12
班
）

宮
野
鼻 

洋
一
（
根
郷･

弥
冨
地
区
12
班
）

鵜
飼 

英
昭　

  （
志
津
南
地
区
15
班
）

秋
山 

憲
子　

  （
根
郷･

弥
富
地
区
3
班
）

大
川 

宰　
　

  （
佐
倉･

和
田
地
区
4
班
）

鈴
木 

俊
宏　

  （
志
津
北
地
区
9
班
）

井
上 

カ
ヅ
子
（
臼
井･

千
代
田
地
区
15
班
）

藤
巻 

二
二
子
（
根
郷･

弥
富
地
区
7
班
）

蓼
沼 

哲
夫　

  （
佐
倉･

和
田
地
区
2
班
）

吉
田 

昌
之　

  （
佐
倉･

和
田
地
区
11
班
）

小
野 

テ
ル
子
（
志
津
北
地
区
1
班
）

正
岡 
健
児　

  （
志
津
南
地
区
12
班
）

田
島 
静
子　

  （
志
津
南
地
区
19
班
）

春
木 
晴
夫　

  （
臼
井･

千
代
田
地
区
3
班
）

梶
原 

修
司　

  （
根
郷･

弥
富
地
区
7
班
）

吉
田 

節
子　

  （
志
津
南
地
区
19
班
）

大
木 

佐
栄
冶
（
臼
井･
千
代
田
地
区
5
班
）

表
彰
の
種
類
と
表
彰
の
基
準
は
、
公
益

社
団
法
人
佐
倉
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
表
彰
規
程
第
２
条
第
２
項
「
表
彰

の
基
準
」
に
よ
り
ま
す
。

橋
本 

礼
男　

  （
根
郷･

弥
富
地
区
3
班
）

島
田 

照
代　

  （
臼
井･

千
代
田
地
区
4
班
）

髙
橋 

豊
明　

  （
臼
井･

千
代
田
地
区
15
班
）

髙
椋 

美
紗
子
（
佐
倉･

和
田
地
区
14
班
）

横
山 

隆
一　

  （
志
津
南
地
区
15
班
）

織
本 

常
一　

  （
臼
井･

千
代
田
地
区
1
班
）

相
澤 

和
行　

  （
根
郷･

弥
富
地
区
8
班
）

渡
邊 

勇　

 　

 （
志
津
南
地
区
15
班
）

山
﨑 

正
司　

  （
志
津
南
地
区
16
班
）

佐
藤 

紀
夫　

  （
志
津
南
地
区
18
班
）

瀬
戸 

加
一　

  （
臼
井･

千
代
田
地
区
12
班
）

鈴
木 

明
夫　

  （
佐
倉･

和
田
地
区
6
班
）

石
渡 

正
義　

  （
佐
倉･

和
田
地
区
15
班
）

中
村 

美
佐
子
（
志
津
北
地
区
3
班
）

伊
藤 

昇　
　

  （
志
津
南
地
区
11
班
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

以
上
43
名

　
役
員
特
別
表
彰
、
会
員
特
別
表
彰
、
永
年
会

員
表
彰（
10
年
・
20
年
）の
4
部
門 

54
名
の
方
々

で
す
。
受
彰
者
を
代
表
し
て
佐
倉 
・
和
田
地
区

９
班
の
三
谷 

桂
子
氏
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
皆
さ
ま
の
今
後
の
更
な
る
ご
活
躍
と
ご

健
勝
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

（7）　　　  第49号令和7年7月1日（2025年）

令
和
7
年
度

会
員
表
彰

長
年
に
わ
た
り
当
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
貢
献
さ
れ
た
役
員
と
、

会
員
の
方
々
の
表
彰
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。



令
和
7
年
度  

会
員
互
助
会
総
会
式
次
第

岡
本 

恒
雄 

会
長
挨
拶

　

会
長
の
岡
本
で
ご
ざ
い
ま
す
。
一
言
、

ご
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
多
忙
の
中
、
本
日
は
会
員
互
助
会
総

会
に
ご
出
席
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
は
、
会
員
互
助
会
活
動
に

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
互
助
会
総
会
の
開
催
に
あ
た
り
、

本
日
の
出
席
と
と
も
に
書
面
で
の
議
決
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
事
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
提
出
し
た
議
案
の
審

議
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
総
会
を
も
っ
て
退
任
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
皆

様
の
会
員
互
助
会
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

の
程
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

1　
開
会
の
辞

2　
会
長
挨
拶

3　
議
長
選
出

4　
議
事
録
署
名
人
選
出

5　
議
案
審
議

　
　
第
1
号
議
案　
令
和
６
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
書
・
監
査
報
告
に
つ
い
て

　
　
第
2
号
議
案　
令
和
７
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
書
に
つ
い
て

　
　
第
3
号
議
案　
令
和
７
年
度
幹
事
選
任
に
つ
い
て

　
　
議
事
審
議
の
結
果
、す
べ
て
の
議
案
は
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

6　
閉
会
の
辞

　
　
退
任
・
新
任
の
幹
事
及
び
監
事
の
ご
挨
拶

会
長　
　
岩
渕 

功　
　
　
（
佐
倉 

・ 

和
田
）

副
会
長　
下
田 

貢　
　
　
（
志
津
北
）

幹
事　
　
小
野 

文
男　
　
（
志
津
南
）

幹
事　
　
山
﨑 

礼
子　
　
（
臼
井・千
代
田
）

幹
事　
　
宮
田 

久
美
子　
（
根
郷・弥
富
）

幹
事　
　
熊
田 

て
る
よ　
（
志
津
南
）

幹
事　
　
野
﨑 

ち
づ
子　
（
志
津
南
）

幹
事　
　
佐
々
木 

豪　
　
（
志
津
北
）

監
事　
　
井
原 

敏
雄　
　
（
志
津
南
）

監
事　
　
長
谷
川 
幸
雄　
（
根
郷 

・ 

弥
冨
）

監
事　
　
中
村 
や
を
ゑ　
（
佐
倉・和
田
）

（
敬
称
略
） 
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令
和
7
年
度  

会
員
互
助
会
役
員

令
和
7
年
度

会
員
互
助
会
総
会


